
学

科

目

鐸

這

心

紅

□
'
 
亀
之
助

本
科

一
年

科

学

年

H
e
l
p
s
 
t
o
 
H
i
g
h
 L
i
v
i
n
g
 

図

研
究
中
四
、
修
練
二
闊
ス
ル
件

本
校
二
於
テ
ハ
瞭
古
未
曾
有
ノ
時
局
二
際
、
ン
大
東
亜
文
化
ノ
指
磁
者
ク
ル
ベ

キ
奉
公
ノ
至
誠
二
徹
ス
ル
資
質
ノ
育
成
二
努
カ
シ
来
リ
タ
ル
ガ
今
般
示
サ
レ

ク
ル
罷
育
訓
練
宜
施
要
項
二
則
lJ
全
校
協
カ
一
致
、

一
、
四
大
節
奉
祝
式
、
大
詔
奉
戴
日
、
勤
榜
作
業
、
防
空
訓
練
、
文
化
講
義
等

ヲ
特
二
修
練
日
卜
定
メ
専
ラ
國
家
思
想
ノ
涵
荘
卜
國
民
士
氣
ノ
昂
楊
二
努

メ
ッ
、
ア
リ

一
、
憫
操
ハ
綜
合
憫
錬
ト
シ
テ
数
練
教
官
指
母
ノ
下
二
職
員
生
徒
全
般
二
課
｀
ン

又
生
徒
ノ
儒
質
卜
適
性
二
應
シ
剣
道
、
柔
道
、
銃
剣
道
、
弓
道
、
射
撃
、

馬
事
訓
練
等
ヲ
涸
錬
セ
シ
メ
以
テ
質
宜
剛
他
侃
摯
敢
岡
ノ
粘
紳
ヲ
韮
フ
ト

共
二
身
儒
ヲ
練
磨
｀
ン
テ
怜
カ
ノ
増
進
二
努
メ
ッ
、
ア
リ

五
、
研
究
科
聴
講
生
二
閾
ス
ル
件

五
月
二
十
日
現
在
研
究
科
二
在
學
中
ノ
モ
ノ
四
十

一
名
―
ー
シ
テ
其
中
日
本
盟

科
四
名
油
甕
科
二
名
彫
刻
科
塑
造
部
十
二
名
同
木
彫
郡
十
名
エ
藝
科
彫
金
郡

進
ス
ル
コ
ト
、
セ
リ

研
究
中

書

名

一
層
心
身
ノ
錬
成
二
邁

―-
、
毎
週
数
授
時
敷
並
二
休
業
日
二
闘
ス
ル
件

二
、
學
科
並
二
學
科
目
ノ
増
設
麿
止
及
統
合
二
脳
ス
ル
件

P
h
i
l
o
d
i
k
a
i
o
s
 

大

洞

害

房

昭

和

十

年

四
月
二
十
五

H

著

編

者

一
発

行

所

り
抜
粋
す
る
。

発

行

年

月

日

⑫

教

科

書

三
名
同
鍛
金
郡
三
名
同
錨
金
部
六
名
同
漆
工
部
一
名
ナ
リ

聴
諧
生
ハ
ニ
名
ニ
シ
テ
何
レ
モ
油
聾
宜
技
ヲ
聴
諧
ス

六
、
設
備
二
欄
ス
ル
件

--|——| 
〇 定. 

召 価

一
、
本
校
主
要
校
舎
ハ
木
造
美
術
部
本
館
延
一

、
六

0
0坪
餘
工
藝
部
本

館
延
八
一
二
三
坪
餘
ノ
ニ
棟
ナ
ル
ガ
何
レ
モ
建
築
以
来
三
十
五
年
二
垂
ン

ト
シ
且
ッ
刻
下
防
空
封
策
上
不
安
卜
困
難
二
直
面
｀
乙
居
ル
ヲ
以
テ
戦
後
可

及
的
速
二
耐
火
建
築
二
改
策
ス
ル
必
要
ア
リ
今
ョ
リ
改
築
計
盟
二
上
案

セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム

二
、
雨
天
儒
操
場
、
講
堂
ノ
新
螢
及
体
操
場
披
張
ノ
為
既
存
建
築
物
ノ
移
轄
ヲ

昨
年
度
豫
算
二
要
求
、
孟
直
キ
タ
ル
カ
体
育
及
訓
育
上
速
二
充
足
ス
ル
ヲ
緊

要
ナ
リ
ト
ス

三
、
陳
列
館
及
倉
庫
ノ
新
螢
本
校
多
年
蒐
蔵
七
ル
参
考
美
術
品
ヲ
有
放
二
利

用
ス
ル
為
メ
及
ビ
安
全
二
保
存
ス
ル
為
必
要
不
可
鋏
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
殊

二
目
下
防
空
防
火
ノ
黙
ョ
リ
見
テ
現
在
ノ
設
備
ハ
不
完
全
ク
ル
ヲ
免
レ
ズ

殊
二
倉
庫
ノ
新
螢
ハ
喫
緊
ノ
急
務
二
励
ス

戦
時
中
本
校
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
を
「
叫
謬
肝
文
部
省
往
復
書
類
吐
ぎ
ょ
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同

同

諧
師

漠

文

一
秦

慧

玉

一
荘
子
内
篇

同二

年

同

同

使
用
学
科

及

学

年

価

工
芸
科

一

年

四

・0
0

東
洋
図
書

工

芸

化

学

金

学

西

川
孝
次
郎

株
式
会
社

上

上

一

・
――-0
同

下
二

・
0
0
二

年

同

工

業

分

析

化
学

実

験

平

野

四

蔵

共

立

社

下

教

育

史

教

要

一吉

田

熊

次

目

黒

書

店

二

・
O
0
嘩
範
叩

教
科
目

育

史

網

属

材

料

図

書

名

田

中

炭

太

郎

一
文

求

堂

滝

田

亀

太

郎

一
金

港

堂

著
者
名

発
行
所

定

月

二
十
日

ー同

年

昭
和

九
年
十
二
月

十
五
日

同二
年

古
事
記
新
抄

大
学
中
紺
章
句

こ
れ
ら
は
昭
和
十
八
年
六
月
十
六
日
文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
同
年
度
に

使
用
さ
れ
た
も
の
。
こ
の
外
に
教
科
用
図
書
と
し
て
次
の
図
苫
が
同
年
度
に
使

用
さ
れ
た
。
昭
和
十
七
、
十
九
、

二
十
年
度
に
お
い
て
も
ほ
ぽ
同
様
の
図
害
が

使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

国

語
同

同

同

同

仏

語
同

同

同

同

同

昭
和
十
五
年

次

田

潤

一
明
治
書
院

白

帝

社

ー，

昭
和
十
五
年
十
二
月

二
十
日

0
．
七
〇

0
•

四
0

-
．o
o
 

講

師

師

範

科

遠

藤

佐

市

郎

―

一

年

万
葉
渠
要
選

松

田

武

夫

昭
和
十
六
年

本
科
二
年

一
現
代
フ
ラ
ン
ス
語
読
本

河

盛

好

蔵

本
科
一
年

一
新
編
初
等
仏
語
読
本

同

昭
和

十
年

月

-［i 

予

科

諧
師
新

規

矩

男

一

フ
ラ
ン
ス
語

初
程

増

田

俊

雄

白

水

社

昭
和
十
三
年

ハ
月
二
十
五
日

二同

年

同

同

0
・
九
〇

，
 

0
・
九
〇

＇ 

o
・八
0

i

,
 0

•

八
0

外
語
学
院

出

版

部

白

水

社

昭

和

十

四

年

二

月

二

十

五

日

＿

o．
八
五

二
月
五
日

0
•

四
0

同

同

一師

範

年科

同

同

同

＇ヤ

一

予

店

講
師
村

田

良

策

A
d
v
e
n
t
u
r
es 
in 
M
o
n
g
o
lia 

H
•
H
a
s
i
u
n
d

北

星
党

同

昭
和
十
一
年

•
L

ー

一
月
二
1
J
F

＿o
．
九
〇
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経緯工芸同人出陣壮行会記念（吉田丈夫氏提供）
前列左よ り丸山不忘、高村豊周、染川鐵之助、田澤
清美、河内三郎、篠井欽司
後列左より吉田丈夫、 田中芳郎、
型、辻光典

渡辺守治、

⑭

学

徒

出

陣

戦
況
緊
迫
化
に
伴
っ
て
政
府
は
昭
和
十
八
年
九
月
、
学
生
生
徒
の
徴
兵
猶
予

の
停
止
を
決
定
し
、
次
い
で
十
月
二
日
、
勅
令
を
以
て
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時

特
例
」
を
公
布
し
、
徴
兵
猶
予
措
置
を
廃
止
し
た
。
そ
の
た
め
、
満
二
十
歳
に

達
し
た
者
は
一
勢
に
徴
兵
検
査
を
施
行
さ
れ
、
同
月
十
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

伊藤

中塩喜六入隊記念（中野特氏提供）

前列（坐位）右より原国政哲、手島修、中塩喜六、
永田大石、松田博
後列右より 中野将（腕章は「東京美術学校報国隊中
隊員」）、阿井正典、石塚清明、安田光男、岩田健、

小川符'

＿
論

理

学

論

理

学

網

要

一須
藤

H
昭
和
十
八
年
九
月
、
上
級
生
（
四
年
生
）
が
繰

上
卒
業
し
た
た
め
、
我
々

三
年
生
は
最
上
級
生
と

な

っ
た
。
そ
の
十
二
月
に
第
一
次
学
徒
出
陣
が
あ

っ
た
が
、
我
々
十
五
年
入
学
組
は
十
二
月

〔正
式

に
は
十

一
月
二
十
四
日
〕
に
仮
卒
業
と
な
り
、

軍

隊

へ
行

っ
て
い
る
最
中
の
十
九
年
九
月
に
自
動
的

に
卒
業
と
な
っ
た
。
我
々
だ
け
が
卒
業
制
作
も
せ

ず
、
追
い
出
さ
れ
る
よ
う
に
卒
業
さ
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

満
二
十
歳
以
上
が
動
員
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は

新
聞
で
知
り
、
そ
れ
ま
で
は
何
も
知
ら
さ
れ
な
か

っ
た
。
美
校
は
浪
人
が
多
い
の
で、

予
科
生
も
半

方
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

蒋
氏
（
彫
刻
科
）

の
文
で
あ
る
。
出
征
の
際
も
本
校
生
の
問
に
は
独
特
の
や
り

新
吉
内
田
老
節
圃

⑬

仮
卒
業
、
仮
修
了

同
年
十
一
月
二
十
四
日
、
学
徒
出
陣
（
同
年
十
二
月
）
の
た
め
三
学
年
生
徒

に
仮
卒
業
証
を
、
二
学
年
以
下
の
生
徒
に
は
仮
修
了
証
を
授
与
し
た
。

同一

年

11
•OO 

た
「
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
に
甚
づ
い
て
理
工
科
系
お
よ
び
教

員
養
成
諸
学
校
の
学
生
を
除
く
一
般
学
生
は
兵
役
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
同

年
十
二
月
一
日
に
は
第
一
回
学
徒
出
陣
が
実
施
さ
れ
、
学
生
、
生
徒
た
ち
は
一

斉
に
入
営
（
陸
軍
）
、
入
団
（
海
軍
）
し
、

ま
た
、
そ
れ
に
先
き
立
っ
て
十
月

二
十
一
日
、
明
治
神
宮
外
苑
競
技
場
で
出
陣
学
徒
壮
行
会
が
行
わ
れ
た
。
本
校

も
例
外
で
は
な
く
、
「
各
科
生
徒
級
別
現
員
表
」
(910
頁
）
に
明
ら
か
な
よ
う
に、

こ
れ
よ
り
登
校
者
数
は
激
減
し
、
ま
た
、

登
校
者
た
ち
も
長
期
の
勤
労
動
員
に

従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
美
術
学
校
と
し
て
の
機
能
は
麻
痺
し
た
。

次
に
掲
げ
る
の
は

H
草
野
容一――
氏
（
油
画
科
）
か
ら
の
聞
ぎ
書
き
と
⇔
中
野
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